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本離れを解決しよう！

～KJ法を使ったものの考え方～

2018年度 科学的思考論プレゼン

7期生 DC班 青木 安藤 沖野 Victoria
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プレゼンの流れ

• KJ法について

• W型問題解決モデルについて

• 実例｢本離れ｣

• まとめ
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ＫＪ法とは

問題解決のプロセスにおいて使われる方法論
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KJ法の流れ
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B型文章化

A型図解

グループ編成

紙きれづくり
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アイデアやデータを集めよう

・小さい紙に整理したいデータを書く

・たくさんの情報を書くことが大切

・簡潔な言葉で書く

5

紙きれづくり
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紙きれの共通点を見つけてグループにまとめよう

紙切れあつめ

紙きれを並べて関係があると思った

紙きれ同士をグループ化する

（１グループの枚数制限はなし）

表札作り

表札＝グループの紙きれを要約したもの

表札を上にしてグループごとに束ねる

表札を紙きれとして考えて

紙切れあつめ→表札作りを再び始める
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グループ編成
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グループの関係性を表そう
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空間配置

・グループを上から下に並べる

・並列させるものがあっても可

・グループをばらして中の紙きれを並べる

・混ざらないようにグループは線で囲む

図解化

・空間配置に矢印などの記号で関係を表す

A型図解
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A型図解を文章に変える
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A型図解を踏まえて文章化する

（書いてもいいししゃべるだけでもいい）

B型文章化
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問題提起から問題解決へのルート
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W型問題解決モデル

思考

経験
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解決すべきことは何か？
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A点

問題提起
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問題解決の方向性を考えよう

AからB
問題現状についての

アイデアを出し合う

B点
問題解決の方向性を

決める

BからC
方向性に基づくデータを

集める
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現状を把握しよう

CからD
集めたデータを整理する

D点
・現状把握が完成

・解決できるかどうか

決める
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解決策を考えよう

DからE

仮説を立てる
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考えた解決策を実践しよう！

EからF
仮説の実行計画を

たてる

FからG
実験を行う

GからH
仮説があっているか

確かめる
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KJ法を使うのはこの２箇所！
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AからB
考えを整理するKJ法

CからD
現状を把握するKJ法
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２つのKJ法の違い

・問題を解決するための

方向性をあわせるため

・問題の現状についての

アイデアを紙きれにする

16

現状を把握するKJ法

・問題の現状を客観的に

捉えるため

・客観的データを紙きれにする

考えを整理するKJ法
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実例

問題：本離れ
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本離れの何が問題か？
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考えを整理するKJ法



本資料は大阪市立大学商学部宮川研究室の所属学生がゼミ用教材資料として作成したものです。本資料内には、事実ではなく仮説として設定された内容も含まれています。また、本研究室は、
内容の正確性および完全性に責任を負うものではありません。これ以外の目的で使用すること、並びに無断で複製することを固くお断りします。

事実のデータから現状把握
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（配布資料）

A型図解
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KJ法の流れのおさらい
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B型文章化

A型図解

グループ編成

紙きれづくり
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なぜ解決策が出せなかったのか

反省点

・本の定義づけができていなかった

・国語力のデータが不足していた

→有効な解決策を導けなかった
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続・発想法を読んで

KJ法を使うと

アイデアやデータが簡単にまとめられる

KJ法は日常の身近な問題から社会的な問題まで

幅広く使える
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ご清聴ありがとうございました！


